
　

去
る
６
月
13
日
～
14

日
、青
年
団
研
修
が
開

催
さ
れ
、全
国
各
地
か

ら
参
加
者
33
名
が
日
本

青
年
館
に
集
っ
た
。

　

当
日
は
、一
般
財
団

法
人
日
本
青
年
館
の

佛
木
完
常
務
理
事
が

青
年
団
・
日
青
協
の
歴

史
と
社
会
運
動
の
歩
み

に
つ
い
て
講
演
。ま
た
、

各
地
の
実
践
発
表
も
行

わ
れ
、１
日
目
に
は
、南

陽
青
年
団（
山
形
県
）・

権
現
堂
青
年
団（
茨
城

県
・
埼
玉
県
）、泉
佐
野

市
青
年
団
協
議
会（
大

阪
府
）、岡
山
県
青
年
団

協
議
会
に
、２
日
目
は
、

機
関
紙
・
広
報
紙
の
教

宣
活
動
に
取
り
組
む
石

川
県
青
年
団
協
議
会
、

球
磨
郡
青

年
団
協
議

会（
熊
本

県
）が
発

表
し
た
。

外
部
講
師

と
し
て
お

招
き
し
た

駒
澤
大
学

の
萩
原
建

次
郎
教
授

か
ら
頂
戴

し
た「
地

域
の
若

者
に
と
っ
て
青
年
団
は

カ
ッ
コ
い
い
存
在
」と
い

う
言
葉
に
、自
信
と
誇

り
を
感
じ
た
参
加
者
は

少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

　
二
日
間
の
学
び
を
通

し
て
、改
め
て
青
年
団

活
動
の
意
義
を
捉
え
な

お
し
、地
域
で
自
分
た

ち
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
る
契
機
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、道

府
県
青
年
大
会
を
は
じ

め
と
す
る
各
地
域
で
の

実
践
が
本
格
的
に
始
動

し
て
い
く
。自
分
た
ち
ら

し
く
一
年
間
の
活
動
に

取
り
組
み
、そ
の
成
果

と
課
題
を
、来
年
３
月

に
開
催
さ
れ
る
第
71
回

全
国
青
年
問
題
研
究
集

会
に
持
ち
寄
ろ
う
。

　

今
後
も
各
地
の
仲
間

と
共
に
、更
な
る
学
び

を
深
め
て
い
き
た
い
。
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７
月
３
日
～
５
日
に
か
け

て
、
今
回
で
57
回
目
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
た
北
方
集
会

が
羅
臼
町
、
根
室
市
を
中
心

に
開
催
さ
れ
、
青
年
団
１８

名
、
全
国
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
（
全
女
会
）
20
名
が
参

加
し
た
。

　

羅
臼
町
で
行
っ
た
開
会
式

で
は
元
島
民
二
世
の
２
人
の

方
々
か
ら
の
講
話
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
参
加
者
が
北
方

領
土
問
題
の
歴
史
背
景
や
今

日
に
至
る
現
状
を
現
地
の

方
々
か
ら
の
生
の
声
を
通
し

て
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
学
校

の
授
業
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
リ
ア
ル
な
戦
後
を
再

認
識
で
き
た
と
感
じ
た
。

　

そ
の
後
、遊
覧
船
に
乗
り

洋
上
で
の
国
後
島
視
察
に

向
か
っ
た
。天
気
が
良
け
れ

ば
陸
か
ら
も
肉
眼
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
国
後
島
だ
が
、

船
だ
と
30
分
で
ロ
シ
ア
と
の

洋
上
の
制
限
区
域
ま
で
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
。そ
の

日
は
生
憎
の
霧
で
ぼ
ん
や
り

と
し
か
見
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
が
、そ
の
距
離
と
島

の
大
き
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
地
元
で
行
っ
て

い
る
北
方
領
土
問
題
へ
の

取
り
組
み
の
共
有
、
本
集

会
後
に
地
元
に
戻
り
何

が
で
き
る
か
、
青
年
団
と

女
性
会
と
の
連
携
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
の

感
想
で
多
く
あ
が
っ
た
の

は
芸
人
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

を
県
民
会
議
や
イ
ベ
ン
ト

で
活
用
し
た
い
と
い
う
内

容
で
、
こ
れ
は
全
国
各
地

の
青
年
や
女
性
会
が
集

ま
り
語
り
合
う
こ
と
で
、

様
々
な
取
り
組
み
事
例

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ

青
年
団
研
修
レ
ポ
ー
ト

青
年
団
研
修

れ
を
地
元
に
持
ち
帰
る
キ
ッ

カ
ケ
と
な
っ
た
良
い
例
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
集
会
を
通
し
、
私
た

ち
は
最
終
日
根
室
市
の
納
沙

布
岬
に
あ
る
「
四
島
の
架
け

橋
」
の
下
で
決
意
し
た
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
繋

げ
、
青
年
団
と
女
性
会
が
共

に
協
力
し
一
日
も
早
い
北
方

領
土
問
題
の
解
決
に
向
け

様
々
な
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

今後の決意をあらためた四
し ま

島の架け橋での閉会式には、
根室市の職員も駆け付けた

各講義の後は、出身県・役職・青年団歴も
異なるメンバーで分科会を実施。

青
年
団
研
修
レ
ポ
ー
ト

第
57
回
北
方
領
土
復
帰
促
進

婦
人
・
青
年
交
流
集
会

日 青 協
事業報告


